
●本みこし展示
3日（祝）午後1時～4時
北方町役場前駐車場（展示会場）
において、みこしが一堂に展示さ
れます。午後３時より北方町太鼓
クラブによる演奏披露

●本みこしの練り歩き
3日（祝）午後6時半俵町出発
午後6時より北方町太鼓クラブに
よる演奏披露

●青少年育成推進委員会と
北方学園MSJに

よる街頭啓発活動
午後3時より、チラシと
ティッシュを配付。

（ マナーズ・スピリット ・ジュニア）
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栄 

町
　

昭
和
8
年
皇
太
子
殿
下
御
誕
生
の
と
き
新

調
し
た
も
の
で
、白
木
造
り
。平
成
27
年
に
修

繕
を
行
う
。　

森 

町
　

大
正
9
年
頃
、岐
阜
の
御
輿
･
祠
等
を
造
っ

て
い
る
店（
店
名
不
明
）で
造
ら
れ
た
。平
成
28

年
に
神
原
仏
壇
店
㈱
に
て
修
繕
を
行
う
。

春
来
町
　

大
正
4
年
大
正
天
皇
御
即
位
大
典
の
折
り

新
造
さ
れ
た
も
の
で
、同
町
の
梅
田
清
一
作
。白

木
造
り
で
あ
っ
た
が
、第
一
次
世
界
大
戦
の
折
り

漆
塗
り
と
し
た
。子
ど
も
御
輿
3
基
あ
り
。

〈
町
指
定
文
化
財
〉

俵 

町
　

大
正
4
年
11
月
大
正
天
皇
御
即
位
の
時
、越

前
国
武
生
町
老
松
区
上
野
富
吉
の
制
作
。昭
和

55
年
11
月
大
修
繕
を
行
う
。

〈
町
指
定
文
化
財
〉

石 

町
　

石
町
の
御
輿
は
日
清
戦
争
の
祝
賀
行
事
の
お

り
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、本
町
の
安
藤
安
右
衛

門
が
つ
く
り
、白
木
造
り
で
あ
っ
た
。10
年
後
の
日

露
戦
争
の
凱
旋
祝
い
の
と
き
総
漆
塗
り
し
た
。

〈
町
指
定
文
化
財
〉

芝 

原
　

昭
和
30
年（
一
九
五
五
）９
月
２
日
、昭
和
の
合

併
に
よ
り
席
田
か
ら
北
方
と
な
る
。昭
和
57
年

（
一
九
八
二
）神
輿
を
白
木
で
造
り
、平
成
元
年（
一

九
八
九
）総
漆
塗
り
に
す
る
。

駒
来
町
　

大
正
天
皇
御
即
位
の
と
き
に
は
、山
車
が
曳

か
れ
た
が
、そ
の
後
壊
れ
、昭
和
13
年
中
村
重
平

と
い
う
人
の
寄
進
に
て
、名
古
屋
琵
琶
島
浅
草

屋
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、白
木
造
り
。当
時
の
お

金
で
千
円
余
り
。現
在
の
御
輿
は
昭
和
57
年
5

月
3
日
新
町
の
大
野
仏
壇
店
に
て
新
調
す
。

増
屋
町
　

元
、寿
と
い
う
山
車
が
あ
っ
た
が
、昭
和
3
年

昭
和
天
皇
の
御
大
典
の
折
り
、琵
琶
島
浅
草
屋

で
新
調
さ
れ
た
白
木
造
り
で
、昭
和
52
年
児
玉

久
吉
に
よ
り
漆
塗
り
と
さ
れ
た
。子
ど
も
御
輿

2
基
あ
り
。

大 

門
　

昭
和
3
年
昭
和
天
皇
の
御
大
典
の
折
、名
古

屋
市
枇
杷
島
町
浅
草
屋
に
て
新
調
さ
れ
た
。最

初
白
木
造
り
で
あ
っ
た
が
昭
和
34
年
皇
太
子
殿

下
御
成
婚
記
念
で
漆
塗
り
と
す
る
。

戸
羽
町
　

昭
和
3
年
3
月
12
日
、大
阪
市
博
労
町
の
鈴

木
源
右
衛
門
で
購
入
。代
金
七
百
円
。昭
和
55

年
漆
に
塗
り
替
え
ら
れ
る
。

柱 

本
　

明
治
38
年
の
日
露
戦
争
の
凱
旋
祝
い
の
と
き

安
藤
為
吉
ら
に
よ
り
、加
茂
町
の
御
輿
の
型
を

取
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、白
木
造
り
で
あ
る
。

昭
和
51
年
、総
漆
塗
り
と
な
る
。
石
町
･
加
茂

町
と
共
に
三
大
御
輿
の
一
つ
。子
ど
も
御
輿
･
中

御
輿
な
ど
3
基
あ
り
。

〈
町
指
定
文
化
財
〉

新 

町
　

元
は
芸
山
車
を
持
っ
て
い
た
が
、現
在
の
御

輿
は
昭
和
52
年
1
月
15
日
新
友
会
の
人
々
に
よ

り
、児
玉
久
吉
に
依
頼
し
て
造
っ
た
。

本 

町
　

大
正
天
皇
の
御
大
典
の
と
き
、山
車
が
曳
か

れ
た
が
、そ
の
山
車
は
円
鏡
寺
に
寄
付
さ
れ
蚕

祭
り
の
猩
々
山
車
に
な
っ
て
い
た
。現
在
の
御
輿

は
、昭
和
3
年
昭
和
天
皇
御
大
典
の
折
り
造
ら

れ
た
。

地 

下
　

最
初
、地
下
･
曲
路
の
2
町
内
で
大
正
3
年

に
作
ら
れ
た
が
、伊
勢
湾
台
風
の
折
り
御
輿
蔵

と
共
に
倒
壊
し
た
。現
在
の
御
輿
は
、昭
和
52

年
岐
阜
市
木
造
町
福
井
神
仏
具
製
造
所
で
造

ら
れ
、白
木
造
り
で
あ
る
。

仲 

町
　

昭
和
12
年（
一
九
三
七
）４
月
６
日
大
井
神
社

御
神
幸
記
念
に
、岐
阜
木
造
町
福
井
光
一
に
よ

り
新
造
す
る
。関
西
型
四
方
破
風
紋
章
付
で
あ

る
。

高 

屋
　

昭
和
3
年
昭
和
天
皇
の
御
大
典
の
お
り
、高

屋
の
宮
大
工
豊
田
政
雄
さ
ん
が
造
っ
て
寄
進
し

た
が
、古
く
な
る
と
共
に
台
風
で
破
損
し
た
、昭

和
60
年
に
再
度
新
調
し
寄
進
さ
れ
た
。平
成
7

年
に
神
原
仏
壇
店
に
て
総
漆
塗
り
と
な
る
。子

ど
も
御
輿
5
基
あ
り
。

加
茂
町
　

明
治
27
年
4
月
に
出
来
た
も
の
で
、作
は
岐

阜
市
池
之
上
の
北
川
覚
兵
衛
。大
正
元
年
10
月

に
漆
塗
り
さ
れ
、昭
和
54
年
10
月
再
度
漆
塗
り

さ
れ
た
。子
ど
も
御
輿
2
基
あ
り
。

〈
町
指
定
文
化
財
〉

◆
5
月
3
日

北
方
を
守
る
神
様
に
町
民
の
安
全
と

健
康
を
願
い
各
町
内
か
ら
十
数
台
の

み
こ
し
が
出
る
勇
ま
し
い
祭
り
で
す
。

令
和
六
年
度

御
輿
行
列
展
示

練
り
歩
き

順
序



御
神
幸
行
列

■
2
日
午
前
9
時
頃
御
発
幸

本
み
こ
し
練
り
歩
き

■
3
日
午
後
6
時
半
俵
町
出
発

本
み
こ
し
展
示

■
3
日
午
後
1
時
〜
4
時

　
　北
方
町
役
場
前
駐
車
場
に
お
い
て

　
　み
こ
し
が一堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

二
日

御
神
幸
（
お
渡
り
神
事
と
も
い
う
）

試
楽
の
日
に
大
井
神
社
の
氏

神
様
が
鳳
輦
に
乗
っ
て
氏
子
の

生
活
を
見
て
回
ら
れ
る

三
日

弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
ゆっ
く
り
と

時
の
流
れ
る
ま
ち
に
鉦
と
太
鼓
に

囃
さ
れ
て
勇
壮
に
舞
い
踊
る

み
こ
し
を
今
宵
は
たっ
ぷ
り
と

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日（金・祝日）

5

2
3

月

日（木）

令
和
六
年

北
方
円
鏡
寺

●北方警察署至
本
巣
市

至
本
巣
市

糸
貫
川

仮設ＷＣ

長谷川団地

●消防署

仮設WC仮設WC

WC

啓文社記念館

仮設仮設WC

百
年
記
念
通
り

清
流
通
り

仮設WC

●商工会館
駐輪場

円鏡寺
公園

北学園駐車場

北学園

旧町立北方幼稚園

●北方郵便局

大垣西濃
信用金庫
●

大垣共立銀行 ●

●

●

東保育園

駐輪場

大井神社

至岐阜市

WC

WC

正午～午後10時

午後6時～午後10時
路線バスを除く

全車輌通行止区間

一方通行

時間帯進入禁止

午後4時～午後8時
午後2時～午後10時

Ｎ

警察官詰所
救 護 所

本  部

東加茂北方栄町

岐
阜
農
林
高
校

北
方
一
本
松

国道１５７号線国道１５７号線

バス
ターミナル

駐車場に限りがある為、
公共交通機関をご利用
くださいます様、
お願い申し上げます。

至大野町・本巣市至大野町・本巣市
十六銀行

至芝原至本巣市

きらり


